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府立大阪南視覚支援学校（高） 

准校長 坂口 俊彦   

 

平成 27 年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

大阪府立で唯一の視覚障がいの支援学校であるという自覚のもと、培ってきた視覚障がい教育の専門性を維持・継承し、専門教育を実践する。

全国の視覚障がい教育のリーダーとしての責任を果たす。 

１．幼児・児童・生徒の一人ひとりを大切にした、安全で安心な学校 

２．府内における視覚障がい教育のセンター的機能を果たす学校 

３．教職員が教育者としての高いプロ意識をもった学校 

４．社会の変化に柔軟に対応し、職業自立を果たし社会に貢献する人材を育成する学校 

 

２ 中期的目標 

１．幼児・児童・生徒の一人ひとりを大切にし、安全で安心な学校生活が送れる教育を推進する。 

(1) 「中期計画推進費」、「がんばった学校支援事業」、「特別支援学校（視覚障害等）高等部における教科書デジタルデータ活用に関する調査研

究」等で整備されたＩＣＴ環境をさらに充実させ、ＩＣＴ機器を活用した視覚障がい教育を学校全体で積極的に進め、引き続き全国へ発信

する。 

(2) 視覚障がいに配慮した教育課程を編成する。平成 26 年度に完成させた教育課程の一覧表を活用して学習内容、実施時期を具体的に示し、小

学部から高等部までの一貫性のある視覚障がい教育の指導を行う。 

(3) 幼・小・中・高の一貫したキャリア教育を推進する。視覚障がいのある生徒の進路開拓・職域開拓のための啓発活動の充実を図る。特に、

重度・重複障がいのある生徒の進路開拓に重点を置き、一人ひとりに応じた実習先・進路先の開拓と進路の実現をめざす。 

(4) 幼児・児童・生徒の人権に配慮した教育の徹底に努める。体罰は幼児・児童・生徒に対する人権侵害として決して許されない行為として教

職員に徹底する。いじめは重大な人権侵害事象であることを踏まえ、未然防止、早期発見・早期解決に取り組む。 

(5) 健康面において、特別な配慮を要する幼児・児童・生徒に対する検討委員会を継続する。 

(6) 保護者に対して情報提供を積極的に行うとともに、学校教育自己診断・授業アンケート・学校協議会意見書などを通して保護者からの情報

収集に努め、学校との信頼関係を一層強くする。 

(7) 自然災害から幼児・児童・生徒の命を守るために、防災教育の充実を図り、災害に備えた危機管理体制の確立を図る。 

２．視覚障がい教育のセンター的機能を充実させる 

(1) インクルーシブ教育システム構築の理念のもと、支援体制の充実を図る。 

・スクールクラスターの構想のもと、大阪視覚障がい教育研究会の活動を充実させ、関係機関のネットワークを強める。 

・地域支援のチーム実施を定着させるとともに、支援の場として本校を使用するなど支援のあり方を工夫する。 

(2) 新校舎の竣工と創立 100 周年記念式典を成功させる。 

・平成 27年 7 月の新校舎の完成、10 月末の竣工と創立 100 周年記念式典の実施のための計画を具体化し、万全の準備の元式典を開催する。 

・幼児・児童・生徒の安全を第一に、建替え工事の円滑な遂行に協力する。 

・視覚支援学校の歴史的資料を整理する。 

(3) 障がい者理解の啓発活動を推進する。 

・本校および視覚障がいや視覚障がいのある方の理解啓発を進めるため、音楽科を中心とした地域での演奏活動等を積極的に行う。 

  ・専修部のあん摩・指圧・マッサージの臨床実習を、校内の臨床室だけでなく校外の福祉施設や公共施設等でも実施し、地域貢献及び視覚 

   障がい者への理解啓発に努める。 

  ・専修部が視覚障がいのある高校生の高校卒業後の進路先の一つであるという情報を高校生及び高校教員に確実に伝えるため、積極的に理 

   解啓発及び広報に努める。 

３．教職員が教育者としてのプロ意識をもち、専門性を向上させる 

(1) 授業アンケート・授業観察を活用して、教員の授業力の向上をめざさす。 

(2) 教科別研究会の充実を図り、教科指導の専門性を継承する。特にＯＪＴ等で専門性の向上を図る。 

(3) 教職経験年数の少ない教職員に対して、本校に関わる生徒指導や保護者対応などの具体的な研修を実施する。 

(4) 歩行訓練士養成事業と点字講習会等を継続し、視覚支援の専門性の維持・継承とその向上を図る。 

(5) 校内外の研修会・研究会に積極的に参加する体制づくりを行い、特に専門的な研修の機会が少ない専修部の教員の資質の向上を図る。 

４．職業自立を果たし社会に貢献する人材を育成する 

(1)視覚障がい者の職域の拡大を図るとともに、専修部において職業自立 100％をめざす。 

(2)新たに設置された専修部の柔道整復科の運営をスームーズに行う。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［平成 27 年 10 月実施分］ 学校協議会からの意見 

○対象及び回収率（H27/H26） 
 「保護者・保証人」（74%/86%）、「児童（小）・生徒（中・高）・学生（専）」

（73%/83%）、「教職員」（86%/79%） 
＊教職員の回答率は上がったが、「保護者・保証人」、「児童（小）・生徒（中・ 

高）・学生（専）」の回答率が下がっている。 
○質問のカテゴリー 

（学校生活、保護者・保証人との連携、進路、児童・生徒・学生指導、
児童・生徒・学生理解、授業、人権教育、教育課程、学校運営、学校安
全、学校行事）で実施した。 

第１回（7/9） 
協議事項 
・平成 27 年度学校経営計画及び学校評価について 
・平成 27 年度学校概況について 
・新校舎建設の進行状況について 
・創立 100 周年記念事業について 
・使用教科書の採択について 
協議内容 
・今後の学校経営計画の中で、大阪市立視覚特別支援学校の府への移管の予定に向けた取
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府立大阪南視覚支援学校（高） 
○主な結果と分析 
＊学校生活：肯定的評価は小中の児童生徒、保護者は 100%。専の学生の肯

定的評価も増えている。否定的評価は高の生徒の２割弱、保護者の３割
になる。特に、高については、この結果を検討するとともに、学校全体
として楽しく学べる環境を整えていきたい。 

＊保護者・保証人との連携：高、専の保護者・保証人の肯定的評価が８割
に達していない。すべての保護者・保証人に情報の周知や開かれた学校
づくりに努めるとともに、教職員との差を縮めたい。 

＊進路：専の学生、保証人の肯定的評価が大きく増え、教職員、学生の否 
定的評価が減っている。個々にニーズの異なる進路であるが、担任と分
掌の連携を密にし、きめ細かな進路指導に努めたい。 

＊児童・生徒・学生指導：肯定的評価は昨年とほぼ同じ結果。否定的評価
が少し減った。今後とも、校内に気軽に相談できる雰囲気をつくるとと
もに、相談システムの周知徹底にも努める。 

＊児童・生徒・学生理解:児童・生徒・学生の肯定的評価が増えている。
さまざまな機会を通じて本校生の障がいについて理解を深めるととも
に、さらに各部が連携して情報の共有化を図る。 

＊授業:昨年度とほぼ同じ結果。教職員の肯定的評価が増え、対象のすべ
てで肯定的評価が８割を超えている。学習会や研修会など様々な機会を
通して、教職員のスキルアップを図っていきたい。 

＊ＩＣＴを活用した授業：昨年度と比較するとすべての対象で肯定的評価
が１割ほど増えている。各部ともＩＣＴ機器を授業に取り入れた結果で
あると考える。特に、高では、全盲生徒にタブレット型ＰＣの使用につ
いての指導を行った結果が出ている。今後さらにＩＣＴ機器を視覚障が
い教育に活用できるよう研修や機器の整備を行っていきたい。 

＊人権教育：肯定的な評価が増えている。特に教職員の肯定的評価がが増
え、否定的評価が減った。各部で人権について考える機会を設けるとと
もに、教職員においても全校研修、各部での研修を実施した成果が出て
いる。日常的な教育活動において児童・生徒・学生の人権が尊重された
教育が進むよう努めたい。 

＊教育課程：教職員、保護者・保証人とも肯定的評価が増え、否定的評価
が減っている。実態にあった教育課程の作成に努めたい。 

＊学校運営：肯定的評価は中が 10 割、高が９割になっている。教職員間
の共通理解や日常的な情報交換が重要なことは言うまでもないが、職員
室が１つになったこともあり、さらに話し合う時間や機会をつくる。 

＊学校安全：児童・生徒・学生と保護者・保証人の肯定的評価は増えたが、
教職員の否定的評価が微増となった。火災、地震、不審者に対する避難
訓練を実施してきており、定着してきているが、実際の緊急事態に対応
していないとの指摘もある。今後とも、あらゆるケースを想定して、実
際に起きた時に教職員、幼児児童生徒学生がともに適切な行動がとれる
よう訓練内容を検討する。 

＊新校舎の満足度:児童・生徒・学生、保護者・保証人とも肯定的評価が
８割を超えている。新しい校舎になれ、これまでと違った活動にチャレ
ンジすることで学校生活の満足度を上げていきたい。 

＊新校舎の使いやすさ：教職員の６割、保護者の３割が否定的評価となっ
ている。安全面について、広く意見を聞き取るとともに、優先順位をつ
け改善していきたい。 

＊学校行事：昨年度とほぼ同じ結果。保護者・保証人の肯定的評価が増え 
ている。高・専の生徒・学生の２割５分が否定的評価。生徒の自主的な 
活動を重んじ、専の学生の感想も聞きながら今後の行事企画に生かして 
いきたい。 

組の内容について何か計画等考えていることについて。 
・府内に２つの視覚障がいを対象とした学校ができるので、歩行訓練士など専門性のある
教員の人事交流などを期待したい。 

・いじめ関係のことが報道されているが、本校でこの 1 年間でいじめの報告はなかったか。 
・新しく設置された柔道整復科について詳しく知りたい。また、柔道整復師の国家試験に
おいて、視覚障がいがある人への配慮はどうなっているか。 

・高等部の教科書として活用しているタブレット型ＰＣの点字や音声の対応についてはど
うなっているか。 

 
第２回（11/26） 授業参観を行ったうえで協議 
協議事項 
・授業改善に向けて 
・平成 27 年度の取組の進捗状況と改善に向けて 
協議内容 
【授業改善に向けて】 
（幼稚部、小学部の授業について） 
・線をなぞる授業があったが、例えば、はみ出しがわかるような線にしておいて、最初は 

５回はみ出して、授業を重ねていく中ではみ出しの回数が減っているというように、具
体的に何が良くなっているか示せるような工夫を加えるのが良いのではないか。 

・小学部について、作業を行いながら言葉かけしている場面があった。視覚情報を言語化
することは必要だが、場面・児童の状況等を考えて言語化する必要があるだろう。 

・年齢が上がっていくと授業の受け方等のマナー的な部分も考えていく必要がある。 
（中学部・高等部・専修部の授業について） 
・プレゼンテーションソフトを使用したパソコンでのプレゼンテーションを参観したが、
視覚情報以外のプレゼンテーションを行うこともやってみるのはどうだろうか。 

・はり実技の授業を参観したが、片手ではりを上手に使っている。なかなかうまくできな
い方が多いのでよく練習しているのだろう。 

【平成２７年度の進捗状況と改善にむけて】 
・ＩＣＴの新しい機器を視覚支援学校で培ってきた部分とうまく融合してほしい。 
・ＩＣＴの活用で点字に代わるものになるか、音声対応がどのようにできるか等、情報が
ほしい。 

 
第 3回（2/25 実施） 
協議事項 
・平成 27 年度大阪府立視覚支援学校学校教育自己診断について 
・平成 27 年度大阪府立視覚支援学校学校評価について 
・平成 28 年度大阪府立視覚支援学校学校経営計画について 
協議内容 
【学校教育自己診断】 
（自由記述について、特徴的なコメントを紹介） 
・ICT について、生徒の評価が上がっている。昨年度の学校協議会で全盲生徒への ICT 機
器の利用についてご意見を頂いたが、それを踏まえる形で実施してきており、その成果
もあるだろう。視覚に障がいのある先生方も本校での ICT 教育について肯定的評価が多
く出ている。 

（教職員の回収率が 100％になっていないことについての理由） 
・質問の内容が教育活動に限定されている。全教職員がアンケートの対象となっており、
いわゆる行政職員が答えにくいためであると考える。 

（新校舎の視覚障がい者に配慮された設計についての質問に否定的評価が大きくなってい
る点について） 

・エントランスホールの柱が多いことや床と柱の色が似ているなど、図面ではわかりにく
かったが実際にできあがってみて気になる点が出ている。歩行訓練士の教員を中心に 
新校舎誘導等検討チームを立ち上げ、ヒヤリハットの情報をまとめて対応するととも
に、教職員に共通理解を図っているところである。 

（自由記述で書かれている写真の取り扱いについて） 
・個人情報の取扱いについて府教委からの指導がある。行事などで職員が写真をとっても
保護者へ提供する部分で制約がある。外部にプリントしに行くのもデータの取扱いに難
しい部分もある。PTA でプリント印刷機を購入していただいたが、画質等の課題がある。 
さまざまな研修の中で、写真などが個人情報の漏洩や犯罪などにつながっている部分も
あると聞く。保護者にも写真を SNS などでアップしないようにお願いしている。 

（進路先について） 
・専修部進路先が狭くなってきている現状がある。職域の拡大について今後どのような分
野が考えられるか。 

・あはきが医療分野へ入っていくことや５番目の学科（医療系も含めた）の開拓を検討し
ていく必要がある。 

・高等部からの進路について、大学への進学もあるが、いわゆる福祉的就労の部分が難し
い。もう少し収入のある仕事（雇用）があればと思う。視覚障がいがあるために除外さ
れてしまう現状がある中、「このようなことができますよ」というようなアピールをし
ていく必要がある。 

・大学への進学についてもアピールしてほしい。準ずる教育を行っていることが理解され
ていない現状がある。入試においても配慮が十分行えていない点などもある。盲学校全
体としても広報していく必要があると思う。 

（専門性の向上について） 
・府立の視覚支援学校２校になり、専門性の向上に繋げられると思うが、どのような方策
があるだろうか。高校になるとさまざまな点字（英語・記号など）の利用があるし、触
覚を利用した学習方法についての理解も必要。ロービジョンにおける教育についても同
様である。人事は委員会に任せる部分もあるが、管理職が連携するなどして、やる気の
ある教員の実力を伸ばせるような方策を考えられないだろうか。 

・校長会などの場面を通じて、いろいろな方策を検討していきたい。 
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府立大阪南視覚支援学校（高） 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
の
推
進 

(1) ＩＣＴを活用し

た視覚障がい教

育の充実 

(ｱ) 教員の育成 

(ｲ) 活用事例 

(2) 視覚障がいに配

慮した教育課程

を編成 

(ｳ) 点字指導力の

向上 

(ｴ) 重複障がいの

ＡＤＬチェッ

クリスト活用 

(ｵ) 健康面での特

別な配慮 

(ｶ) 外国語を母語

とする生徒へ

の支援 

(3) 人権尊重の教育 

(ｷ) 体罰根絶 

(ｸ) いじめ防止 

(4) 安全・安心な学

校 

(ｹ) 危機管理体制 

(ｺ) 防災教育 

(5) キャリア教育 

(ｻ) ていねいな進

路指導 

(ｱ) タブレット型 PC や電子黒板を活用した教

材・教具を活用する授業を増やす。研修会や

研究授業を計画するとともに、日常的に支援

ができる相談窓口を設ける。 

(ｲ) 活用事例を増やし、ＨＰに掲載したり、研究

会で発表したり積極的に発信する。 

(ｳ) 準ずる教育での点字指導の充実を図る。 

(ｴ) 重複障がいのある幼児・児童・生徒の自立活

動の指導にＡＤＬチェックリストを活用す

る。 

(ｵ) 特別な配慮が必要な幼児児童生徒の健康管

理を徹底する。 

(ｶ) 外国語を母国語とする生徒の指導体制の構

築を図る。 

(ｷ) 担任、部主事、保健室のネットワークを充実

させる。日々の連絡帳に記載事項をチェック

する。担任⇒部主事⇒教頭というラインで情

報収集を丁寧に行う。 

(ｸ) ｢学校いじめ防止基本方針｣に基づき、いじめ

防止のためいじめ対策委員会を継続する。 

(ｹ) 日常の安心・安全と自然災害にも対応できる

学校をめざす。 

(ｺ) 防災教育を推進するため、実践的な避難訓練

を実施する。 

(ｻ) 一人ひとりの障がいに応じた進路指導を保

護者と相談しながら実施する。 

(ｱ) タブレット型 PCを活用

する授業を増やす。 

研修会や研究授業の部

ごとに開催。 

(ｲ) ＨＰへの掲載 5 本。外

部研究会での発表 5件。 

(ｳ) 教科ごとに点字指導の

リーダーを養成する。 

(ｴ) 「ＡＤＬ」「点字」「歩

行」のチェックリスト

活用 100％。 

(ｵ) 特別な配慮を要する児

童生徒の検討委員会の

実施。 

(ｶ) 支援チームの設置と日

常の日本語指導などて

いねいな支援の実施。 

(ｷ) 体罰事案件数０。 

学校協議会に報告。 

(ｸ) いじめ事案件数０。 

(ｹ) 歩行訓練士による学期

ごとの安全調査の実施

と職員会議等での報

告。 

(ｺ) 年間３回以上実施。 

(ｻ) 高等部卒業生全員の進

路確保。 

(ｱ) タブレット型ＰＣ等を使用した授業が

高等部で定着した。専修部でもタブレ

ット型ＰＣや電子黒板を一部教員が活

用しだしている。＜○＞ 

(ｲ) 研究誌・ＨＰへの掲載４本。外部研究

会等での発表 14 件。ＨＰに掲載しきれ

ていない現状がある。＜○＞ 

(ｳ) 校内の点字講座に 16人が参加。現在養 

成中である。＜△＞ 

(ｴ) 「ＡＤＬ」「点字」「歩行」のチェック 

リスト活用 100％。＜○＞ 

(ｵ) 特別な配慮を要する児童生徒の検討委 

員会を７回開催。＜○＞ 

(ｶ) 支援チームの設置し、高等学校での実

践を聴取、日常のていねいな支援を実

施。あわせて府立大学大学院留学生を

活用。＜○＞ 

(ｷ) 体罰事案件数０。＜○＞ 

(ｸ) いじめ事案件数０。＜○＞ 

(ｹ) 歩行訓練士による安全調査を特に引っ 

越し後に集中して実施し、職員会議等

で報告。＜○＞ 

(ｺ) 避難訓練を各学期に１回実施。＜○＞ 

(ｻ) 高等部卒業生全員の進路確保。＜○＞ 

２ 

セ
ン
タ
ー
的
機
能 

(1) 支援体制の充実 

(ｱ) 支援体制の再

構築 

(ｲ) 支援できる教

員の育成 

(2) 創立 100 周年 

(ｳ)式典の実施・記   

記   念誌の発行 

(ｴ)歴史的資料の 

整理 

(3) 理解啓発活動 

(ｵ)音楽科を中心 

とした活動 

(ｶ)専修部を中心

とした活動 

 (ｷ)学校広報活動 

 

 

(ｱ) 教育支援室を中心にチームで支援する体制

をつくる 

(ｲ) 本校の教員の誰もが支援できるように次世

代の専門性のある教員を育成する。 

(ｳ) 100 周年委員会を中心に準備をすすめ、今年

度は、式典の実施と記念誌の発行を行い、成

功させる。 

(ｴ) 歴史的な資料が散逸しないように専門家と

も相談しながら資料室の整理をし、新校舎に

移動する。 

(ｵ) 地域での演奏活動を生徒指導の一環と捉え

るとともに、本校の教育の理解推進を図る。  

(ｶ) 理療科によるあん摩・指圧・マッサージの臨

床実習を、校内の臨床室だけでなく校外の福

祉施設や公共施設等でも実施する。理学療法

科も含め、福祉イベントにも積極的に参加す

る。 

(ｷ) 地域の学校（特に、高校）に在籍する視覚に

障がいのある生徒へ、本校についての広報活

動を行う。 

(ｱ) 支援体制により複数対

応を増やす。 

(ｲ) 地域の学校を支援でき

る教員数 10 人。視覚障

がいに活用できる ICT

機器スキルをもつ教員

数 10人以上の体制を維

持する。 

(ｳ) 記念式典の実施。記念

誌の発行。広報活動。 

(ｴ) 資料の分類とライブラ

リーの完成。ＨＰでの

掲載。 

(ｵ) 演奏活動を実施し、 

アンケート等で高い 

評価を受ける。 

(ｶ) 臨床室の患者数及び 

校外での実習回数が増

加する。 

(ｷ) 高校又生徒・保護者 

からの相談件数が増 

える。 

(ｱ) チーム支援体制により複数対応７件。

＜○＞ 

(ｲ) 地域の学校支援を実施している教員７

人。ＩＣＴ機器にスキルのある教員 10

人。＜△＞ 

(ｳ) 創立 100 周年の記念式典は成功を収め

た。記念誌発行済み。さまざまな機会

を活用して広報活動を実施。＜○＞ 

(ｴ) 資料の分類を実施。ＨＰでの掲載は未

実施。＜△＞ 

(ｵ) さまざまな団体（１０団体）からの招

待演奏に出演し、高い評価を受けた。

＜○＞ 

(ｶ) 臨床室の患者数（あん摩、鍼灸）は、

延べ 1,585 人(1/27 現在)で、学生数の

減少のため昨年度と比べて減少してい

るが、学生一人あたりの患者数は増加

した。校外での実習回数は昨年度並み

である。＜○＞ 

(ｷ) 高校への巡回教育相談が、４件（昨年  

  度１件）と大幅に増加した。＜○＞ 



№Ｓ０１ 

 

府立大阪南視覚支援学校（高） 

３ 

教
員
の
資
質
向
上 

(1)教員の資質向上 

(ｱ)授業力の向上 

(ｲ)人材育成 

 

 

 

 

 

 

 

(ｱ) 授業アンケートを活用し、年間２回以上授業

観察を行う。「わかる授業」「魅力的な授業」

という視点で指導助言を行い、個々の教員の

授業力の向上を図る。 

(ｲ) 教頭、首席が中心となって、経験年数の少な

い教職員の資質向上を図る。その際、本校の

実態にあった課題に絞り、生徒指導の在り

方、保護者対応、危機管理などのテーマで研

修を行う。 

(ｱ) 授業観察を２回以上実

施。学校協議会で報告。 

(ｲ) 資質向上のための全体

研修は年間５回を目標

とする。 

 

(ｱ) 授業観察（１～３回）を行い、授業ア

ンケートの結果と合わせ指導助言を行

う。教員自ら振り返り前向きに取り組

むきっかけとなった。学校協議会で報

告。＜○＞ 

(ｲ) 全体研修を 5回実施。＜○＞ 

 

４ 

社
会
に
貢
献 

す
る
人
材
育
成 

(1)柔道整復科の設 

置 

(ｱ) 新たに設置された専修部の柔道整復科の

運営をスームーズに行い、教育活動を充実

させる。 

(ｱ) 学生の満足度の高さを

教育自己診断等で確

認する。 

 

(ｱ) 授業アンケートの評価も高く（４点満

点中 3.7）、学生の満足度は高い。 

＜○＞ 

 
 


